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株式会社  平  岩
今すぐ、
アクセス！ 京都　平岩

＊配信停止をご希望の方はお手数ですが、弊社まで「配信停止」とご記入いただきご返信ください。

私たちは皆様と共に成長していけることを

願っています。

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

効果のある PR グッズの定番は オリジナル のぼり旗

イメージ UP 戦略グッズの定番は オリジナル ピンバッジ

印旗 ・ 横断幕　腕章＆タスキ　神社仏閣幕

地域のお祭りに大活躍する 祭袢天

ぴらたんニュース

京style
京都にちなんだ
話題をお届けします。

1
皆様、あけましておめでとうございます。京都は例年にない暖かなお正月となりまし

たが、皆様の地域は如何でしょうか。　今回はお正月にちなんで「にらみ鯛」ついて

ご紹介します。京都ではお正月に、「にらみ鯛」という尾頭付きの鯛が登場します。

鯛がめでたい魚となったのは、皆様ご存じのように「めでたい」という語呂合わせだ

けでなく、縁起の良い恵比寿様を連想することもあると言われています。また、「味

よし」「色よし」「姿よし」の三拍子揃った優れた魚で、魚の中の王様と言われるこ

とにも起因します。赤い色は魔除けの色でもあり、その美しい姿、形を見ることで新

しい年を清々しく過ごせると京都で昔からは考えられてきました。この「にらみ鯛」

は、お正月三が日の間は一切箸を付けず、食事のたびに縁起物として膳に上げては箸

を付けずに下げられます。4日になってから改めて温められたり料理されて食べます。

最近は京都でもこのような風習が薄れてきた感があります。皆様のところでも様々な

お正月の風習があると思いますが、美しい日本の伝統や作法の一つとして憶えておき

たいものですね。本年もよろしくお願いいたします。

「にらみ鯛」　　　　　　　　　　　　     　　


